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3 徹底した

事務事業

の見直し 

三重県立公衆衛生学院

は県立で運営する役割を

終えており、「事業仕分け

の実施など、徹底した事

務事業の見直し」の実施

にあたり、三重県立公衆

衛生学院の廃止について

議論を進めて欲しい。 

今後の取

組の中で

ご意見を

参考にし

ます 

公衆衛生学院は、平成 19 年度に

見直しを行い、歯科技工学科を廃止

しました。 
歯科衛生学科については、県内歯

科診療所からの求人倍率が高いこ

と、歯科診療所での不足感も大きい

こと、また、歯科衛生士の他県から

の流入が望めないことなどから、将

来的には民営化も視野に入れつつ、

当面は存続が必要であると考えて

います。 
 

4 IT の効果

的・効率

的な利活

用 

電子行政文書の保存

を、国際規格である Open 
Document Format の使用

を提案します。保存文書

を統一することにより、

公共・民間を問わず、異

なる端末間でのデータの

閲覧・編集を行うことが

でき、また、他部署・他

業種間での文書作成の時

間短縮を図ります。 

今後の取

組の中で

ご意見を

参考にし

ます 

 現在、県庁では Microsoft 社製オフ

ィスソフト等を導入しており、Open 
Document Format を使用するオープ

ンオフィス等フリーソフトの一斉

導入については、庁内外での円滑な

文書交換やソフトウェアの保守管

理の点から、現時点では困難と考え

ています。 
 一斉導入は困難であるものの、国

際規格への移行は大きな課題とし

て捉えており、オフィス互換ソフト

ウェアの動向については引き続き

注視していきたいと考えています。

 
5 IT の効果

的・効率

的な利活

用 

行政申請書類のオンラ

イン化を提案します。窓

口業務の負担軽減と申請

者の移動負担軽減や紙資

源の軽減に繋げます。 

今後の取

組の中で

ご意見を

参考にし

ます 

 県では、現在、県ホームページか

ら申請や届出を可能とする電子申

請・届出システムを運用し、主に教

員採用試験申込や各種イベント申

込などで皆さんにご利用いただい

ています。 
 行政への届出や申請は、添付資料

や手数料が必要となる場合も多く、

すべての手続を電子化することは

困難ですが、今後も引続き、県民サ

ービスの向上を図ってまいります。
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6 広聴広報

の充実 
審議会や会議体はフル

オープンで行うととも

に、会議はインターネッ

トによる中継や傍聴参加

を行い、会議の透明性を

アピールすることを提案

します。 
また、会議体の長は互

選で選出し、透明度を上

げるとともに、会議参加

者は名札をつけ、発言に

責任を持たせることを提

案します。 
 

今後の取

組の中で

ご意見を

参考にし

ます 

 附属機関等の会議は、県政の透明

性、公平性を向上させるために原則

公開としています。そのほか、指針

を定め、インターネット等による会

議開催の周知や、会議結果の公開等

について運用しているところです。

 また、附属機関等の会議の運営に

あたっては、会長、議長等の代表者

は委員の互選によることとしてお

り、また、会議の席上に氏名表示板

を置くなど発言者氏名が分かるよ

うにして会議を開催しています。 

7 広聴広報

の充実 
審議会や会議体の会議

後の記者会見や定例会見

もフルオープンで行うと

ともに、全ての会見はイ

ンターネットによる中継

を行うことを提案しま

す。 
また、会見参加は、記

者クラブ会員以外も参

加・質問を行うことがで

きるようにするととも

に、会見での質疑応答は、

名前を名乗り発言に責任

を与えることを提案しま

す。 
 

ご意見を

反映する

ことが難

しい 

 記者会見は報道機関が取材活動

の一環として開催しているもので

あり、ご意見の趣旨は県政記者クラ

ブにもお伝えします。 

 
 


